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2009人勧公
務
員
連
絡
会
は
、
８
月
３
日
、
第
３
次
中
央
行
動
を
実
施
し
、
約
５
０
０
人
が
結

集
。
前
回
交
渉
で
明
確
な
回
答
が
示
さ
れ
な
か
っ
た
人
事
院
給
与
局
長
と
の
二
度
目
の

交
渉
を
実
施
し
た
。
給
与
局
長
か
ら
は
勧
告
日
は
１１
日
が
濃
厚
、
例
月
給
の
官
民
較
差

は
若
干
の
マ
イ
ナ
ス
、
一
時
金
は
０
・
３
月
を
超
え
る
引
き
下
げ
と
い
う
厳
し
い
内
容

で
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

例
月
給
与
の
官
民
較
差

は
、
国
家
公
務
員
の
上
昇
を

俸
給
表
改
定
の
必
要
の
あ
る

程
度
の
マ
イ
ナ
ス
と
さ
れ
、

概
ね
０
・
２
～
０
・
３
％
程

度
の
逆
較
差
で
あ
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る（
金
額
に
し
て

１
、０
０
０
円
程
度
）。ま
た
、

こ
の
較
差
に
対
す
る
配
分
に

つ
い
て
は
、
公
務
員
連
絡
会

と
十
分
に
話
し
合
う
と
さ

れ
、
若
年
層
の
金
額
は
維

持
、
中
・
高
齢
層
に
つ
い
て

一
律
引
き
下
げ
を
検
討
し
て

い
る
。
現
給
保
障
対
象
者
の

給
料
表
は
、
新
制
度
へ
の
早

期
移
行
を
早
め
る
た
め
、
同

様
な
引
き
下
げ
率
で
見
直
す

方
向
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
地
域
別
官
民
較
差
に

つ
い
て
は
、
２
０
０
５
年
の

３
年
間
平
均
４
・
８
％
よ
り

縮
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
公
表

す
る
方
向
で
あ
る
。

一
方
、
一
時
金
に
つ
い
て

は
６
月
の
凍
結
分
を
相
当
に

上
回
る
月
数
の
引
き
下
げ
で

あ
り
、
０
・
３
月
か
ら
０
・

４
月
の
間（
概
ね
３
・
５
月
程

度
）の
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
こ

と
が
示
唆
さ
れ
た
。さ
ら
に
、

マ
イ
ナ
ス
較
差
を
踏
ま
え
、

手
当
分
は
住
居
手
当
を
充
て

て
い
く
と
し
た
。
た
だ
し
、

住
居
手
当（
自
宅
）の
廃
止
に

つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
の

廃
止
理
由
を
明
確
に
す
る
と

し
て
お
り
、
仮
に
廃
止
と
な

っ
た
場
合
で
も
、
実
態
の
異

な
る
地
方
公
務
員
へ
は
総
務

省
の
判
断
が
極
め
て
大
き
く

な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
給
与
局

長
か
ら
の
回
答
を
み
て
も
、

今
年
の
人
事
院
勧
告
は
非
常

に
厳
し
い
も
の
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
情
勢
で
あ
る
が
、

勧
告
日
直
前
の
人
事
院
総
裁

交
渉
に
向
け
て
、
少
し
で
も

マ
イ
ナ
ス
を
圧
縮
し
、
公
務

員
の
生
活
を
防
衛
す
る
よ
う

努
力
す
る
こ
と
を
強
く
求
め

て
交
渉
を
終
え
た
。

人
事
院
勧
告
後
、
各
都
道

府
県
の
人
事
委
員
会
勧
告
に

対
す
る
総
務
省
の
対
応
が
一

番
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
公
務

員
連
絡
会
地
公
部
会
は
引
き

続
き
総
務
省
対
策
を
強
め
る

と
し
て
い
る
。

例
月
給
・
一
時
金（
０.３
月
超
）
と
も
に
引
下
げ
検
討

ママ
イイ
ナナ
スス
圧圧
縮縮
強強
くく
求求
めめ
るる

第２次中央行動要請行動の先頭は北海道本部＝７月２４日

「
無
罪
で
す
と
裁
判
官
に
言
わ
れ
る

と
信
じ
て
い
た
」。逮
捕
状
も
な
い
ま
ま

警
察
に
連
れ
て
行
か
れ
た
菅
谷
さ
ん
。

丸
一
日
「
お
ま
え
が
や
っ
た
ん
だ
ろ

う
！
」
と
言
わ
れ
続
け
、
厳
し
い
暴
力

に
耐
え
き
れ
な
く
「
私
が
や
り
ま
し

た
」
と
言
っ
た
と
い
う
。
け
れ
ど
も

「
無
罪
に
な
る
日
が
必
ず
く
る
と
希
望

を
持
ち
続
け
た
」
と
、
間
近
で
静
か
に

話
す
菅
谷
さ
ん
は
小
柄
で
優
し
い
笑
顔

だ
っ
た
。「
自
分
じ
ゃ
な
い
。
や
っ
て
な

い
」
と
な
ぜ
頑
張
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
？
菅
谷
さ
ん
の
話
を
聞
く
ま
で
の
そ

の
思
い
は
ど
こ
か
に
飛
ん
で
い
っ
た
。

１０
月
１
日
発
効
め
ざ
し
て

最
低
賃
金
を
１
０
０
０
円
に
！

連
合
北
海
道
は
８
月
３

日
、
札
幌
第
一
合
同
庁
舎
前

で
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上

げ
を
求
め
る
昼
休
み
集
会
を

行
っ
た
。

い
ま
、
日
本
で
は
働
い
て

も
、
働
い
て
も
低
所
得
で
生

活
し
て
い
る
人
が
１
０
０
０

万
人
を
越
え
、
貧
困
率
が
世

界
で
ワ
ー
ス
ト
２
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
正
職

員
の
非
正
規
化
な
ど
雇
用
形

態
の
変
化
が
進
み
、
労
働
市

場
の
二
極
化
で
格
差
が
広
が

っ
て
い
る
。

北
海
道
の
最
低
賃
金
は
現

在
６
６
７
円
で
月
額
１１
万
円

弱
、
年
収
に
し
て
も
１
４
０

万
程
度
。
こ
れ
で
は
「
健
康

で
文
化
的
な
生
活
」
に
ほ
ど

遠
く
生
活
保
護
の
基
準
よ
り

も
低
い
。
連
合
北
海
道
は

「
最
低
賃
金
を
１
０
０
０
円

に
！
」
と
訴
え
て
い
る
。

集
会
で
は
、
次
期
衆
議
院

選
挙
の
北
海
道
比
例
代
表
に

立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
工

藤
仁
美
さ
ん
が
、
労
働
相
談

で
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
相
談

を
受
け
、
企
業
と
交
渉
し
解

決
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
た

上
で
、「
最
低
賃
金
で
正
社
員

並
み
に
は
た
ら
く
人
が
増
え

て
き
た
。
相
談
を
受
け
て
も

受
け
て
も
、
も
ぐ
ら
た
た
き

の
よ
う
に
相
談
が
来
る
。
中

央
で
引
き
上
げ
額
「
１０
円
」

の
目
安
が
出
さ
れ
た
が
、
中

央
の
人
た
ち
は
北
海
道
の
生

活
も
分
か
ら
ず
に
決
め
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
�
」
と
指

摘
し
、「
東
京
と
は
全
く
違
う

こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
、
も

っ
と
職
場
の
状
況
を
発
信
し

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。

北
海
道
の
最
低
賃
金
の
審

議
が
こ
の
日
、
本
格
的
に
始

ま
り
ヤ
マ
場
を
む
か
え
た
。

労
働
側
は
１０
月
１
日
の
発
効

を
め
ざ
し
審
議
に
加
わ
っ
て

い
る
。

約４０００人が集った第２次中央行動＝７月２４日、日比谷野外音楽堂

朔 風

もうすぐ 号

機
関
紙

�

機
関
紙
『
自
治
労
北
海
道
』

に
引
き
継
ぐ
最
後
の
機
関
紙

『
全
道
庁
』
は
１
９
６
２
年
１０

月
２１
日
付
け
４
７
１
号
�
「
つ

き
ぬ
名
残
り
を
と
ど
む
・
全
道

庁
機
関
紙
の
歩
み
」
は
、
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
全
道
庁
職
員
組
合
が
結
成

さ
れ
て
か
ら
十
七
年
、
そ
し

て
、
こ
の
伴
侶
と
し
て
、
十
五

年
五
ヵ
月
に
渡
っ
て
発
行
さ
れ

た
機
関
紙
「
全
道
庁
」
は
今
号

を
持
っ
て
終
刊
と
な
る
。
今
度

は
新
し
く
発
足
す
る
自
治
労
北

海
道
の
機
関
紙
へ
と
発
展
す
る

わ
け
だ
が
、
生
み
の
苦
し
み
か

ら
育
て
る
努
力
、
そ
し
て
輝
か

し
い
四
七
一
号
の
足
跡
で
あ
っ

た
。
こ
の
間
、
全
道
庁
は
か
っ

て
の
委
員
長
で
あ
っ
た
田
中
敏

文
を
知
事
に
送
り
十
二
年
の
革

新
道
政
か
ら
、
今
は
保
守
道
政

に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
機
会

に
１
万
九
千
全
組
合
員
の
つ
き

せ
ぬ
名
残
を
止
め
た
い
」。革
新

か
ら
保
守
。現
状
と
似
て
い
る
。

本号の紙面

２・３面

・第４５回衆議院選挙

特集

・野球・バレー全道

大会

４面

・安全衛生月間の取

り組み

・公企学習会

・札幌市労スクール

フェスティバル

・反貧困ネット ほか
連合は、最低賃金の大幅引き上げを訴え、時給１０００円をめざしている。
写真左は、衆議選北海道比例代表に立候補を予定している工藤仁美さん
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議員選挙

もう一つの総選挙―裁判官国民審査

8月30日
３枚目の投票用紙

憲法・人権軽視の裁
判官には 印を�
何も書かないと信任

○や△は無効です

忘れずに�

菅
代
行
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
説
明

８
月
１８
日
公
示
、
同
３０
日

投
開
票
の
第
４５
回
衆
院
選
が

間
近
に
迫
っ
て
き
た
。

待
ち
に
待
っ
た
政
権
交
代

に
向
け
た
決
戦
だ
。
自
治
労

道
本
部
は
、
組
織
内
候
補
で

あ
る
北
海
道
７
区
の
仲
野
ひ

ろ
こ
、
８
区
の
逢
坂
誠
二
を

含
む
推
薦
候
補
者
の
完
勝
と

民
主
党
を
中
心
と
す
る
政
権

交
代
を
め
ざ
す
。
８
月
３０
日

に
む
け
総
力
を
あ
げ
よ
う
。

民
主
党
は
７
月
末
に
、
５

つ
の
約
束
を
中
心
と
し
た

「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を
発
表

し
、
各
地
で
説
明
会
を
開
い

て
い
る
。
８
月
４
日
、
菅
直

人
代
表
代
行
は
札
幌
市
で
開

い
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
説
明
会

で
、「
自
民
党
と
民
主
党
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
を
比
較
す
る
前

提
と
し
て
、
４
年
前
の
自
民

党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
検
証

す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
述

べ
、
４
年
前
郵
政
を
民
営
化

す
れ
ば
、
雇
用
も
福
祉
も
財

政
も
外
交
も
良
く
な
る
と
し

た
自
民
党
を
批
判
し
た
上

で
、「
民
主
党
は
基
本
的
に
衆

議
院
任
期
の
４
年
間
で
、
何

を
ど
う
や
っ
て
い
く
か
を
示

す
。
日
本
の
展
望
を
比
較
し

て
ほ
し
い
」
と
強
調
し
、
鳩

山
政
権
の
政
権
構
想
は
原
理

を
根
本
か
ら
変
え
、
内
閣
全

体
に
対
し
て
「
与
党
」
で
は

な
く
「
政
権
党
」
と
し
て
責

任
を
持
つ
と
説
明
し
た
。

私たちの１票で『生活』を変えることができます
国民生活が第一。の民主党にチェンジ！

マニフェスト説明会＝８月４日、札幌市

自治労道本部組織内

６月２７日、札幌市大通４丁目で行われた総決起街頭
演説会の鳩山代表

だれにもわかる選挙活動
Ｑ＆Ａ自治労道本部は、北海道選挙区７区、８

区の組織内を含む１２人の推せん候補予
定者の完勝をめざしています

自治労北海道ＨＰ「単組・組合員専用」
ページ８月５日付（資料）に掲載中
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優勝した苫小牧市職労チーム初優勝した苫小牧市職労チーム

苫苫
小小
牧牧
消消
防防
協協
がが
準準
優優
勝勝

７
月
４
～
６
日
に
登
別
市
・
室
蘭
市
で
、全
道
１
８
７

チ
ー
ム
の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
２８
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

第
４３
回
全
道
自
治
体
職
員
等
野
球
選
手
権
全
道
優
勝
大

会
が
行
わ
れ
た
。決
勝
戦
で
は
、第
４０
回
記
念
大
会
以

来
、苫
小
牧
市
職
労
と
苫
小
牧
消
防
協
が
激
突
。白
熱
し

た
接
戦
と
な
っ
た
が
、苫
小
牧
市
職
労
が
サ
ヨ
ナ
ラ
勝

ち
で
辛
く
も
勝
利
を
収
め
、２４
回
目
の
優
勝
を
飾
っ
た
。

適
時
打
放
ち
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち

１
回
裏
、
苫
小
牧
市
職
労

は
、
１
番
蔵
重
が
中
越
三
塁

打
で
出
塁
す
る
と
、
一
死

後
、
３
番
条
村
の
三
塁
ゴ
ロ

の
間
に
、
快
速
を
飛
ば
し
３

塁
走
者
蔵
重
が
生
還
し
、
１

点
を
先
行
し
た
。

そ
の
後
、
苫
小
牧
市
消
防

協
の
主
戦
・
山
田
、
苫
小
牧

市
職
労
の
主
戦
・
佐
藤
の
両

投
手
の
息
詰
ま
る
投
手
戦
と

な
っ
た
が
、
苫
小
牧
市
消
防

協
は
６
回
表
、
こ
の
回
先
頭

の
７
番
安
藤
が
左
翼
越
二
塁

打
で
出
塁
、
一
死
後
、
９
番

斉
藤
が
左
前
打
で
続
き
一
死

１
・
３
攻
め
立
て
、
１
番
中

村
忠
の
三
塁
ゴ
ロ
の
間
に
、

三
塁
走
者
安
藤
が
生
還
し
同

点
に
追
い
つ
い
た
。

１
対
１
で

迎

え

た
９
回

裏
、
苫
小
牧
市
職
労
は
、
こ

の
回
先
頭
の
４
番
田
中
が
遊

撃
内
野
安
打
で
出
塁
、
二
死

二
塁
と
な
っ
た
が
、
７
番
中

山
が
左
中
間
に
適
時
打
を
放

ち
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
収
め
、

見
事
優
勝
を
飾
っ
た
。
苫
小

牧
市
職
労
は
、
来
年
の
全
国

優
勝
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
。
ま
た
、
惜
し
く
も
準
優

勝
と
な
っ
た
苫
小
牧
消
防
協

は
、
第
４４
回
全
道
優
勝
大
会

へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

個

人

賞

最
優
秀
選
手
賞

打
撃
賞

殊
勲
賞

敢
闘
賞

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞

勝
利
監
督
賞

函函
館館
市市
職職
労労
がが
準準
優優
勝勝

７
月
２５
・
２６
日
に
、
全
道
１４
チ
ー
ム
が
参
加
し
夕
張

市
で
、
第
３１
回
全
道
自
治
体
職
員
等
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
選
手
権
全
道
優
勝
大
会
が
行
わ
れ
た
。
決
勝
戦
で
苫

小
牧
市
職
労
が
函
館
市
職
労
を
破
り
悲
願
の
初
優
勝
。

野
球
・
バ
レ
ー
と
も
に
優
勝
を
独
占
し
た
。

苫
小
牧
初
の
全
道
制
覇

両
チ
ー
ム
と
も
に
こ
の
日

３
試
合
目
と
な
り
疲
れ
も
あ

る
中
で
の
決
勝
戦
。

第
１
セ
ッ
ト
は
序
盤
か
ら

互
い
に
エ
ー
ス
が
ア
タ
ッ
ク

を
決
め
あ
う
展
開
と
な
っ

た
。
中
盤
、
苫
小
牧
市
職
労

の
９
番
岩
田
を
中
心
に
７
連

続
得
点
で
函
館
市
職
労
を
振

り
切
っ
た
。

第
２
セ
ッ
ト
も
第
１
セ
ッ

ト
同
様
、
互
い
に
点
を
取
り

合
う
一
進
一
退
の
攻
防
が
続

く
が
、
中
盤
に
函
館
市
職

労
・
３
番
洲
崎
の
ア
タ
ッ
ク

が
決
ま
る
な
ど
７
点
の
リ
ー

ド
を
奪
う
。
苫
小
牧
市
職
労

も
終
盤
６
連
続
得
点
で
粘
り

を
見
せ
た
が
及
ば
ず
第
２
セ

ッ
ト
は
函
館
市
職
労
が
奪
い

返
し
た
。

最
終
、
第
３
セ
ッ
ト
に
入

る
と
苫
小
牧
市
職
労
・
岩

田
、
１０
番
中
村
を
中
心
に
疲

れ
の
見
え
て
き
た
函
館
市
職

労
を
圧
倒
。
函
館
市
職
労
は

終
盤
に
７
連
続
得
点
で
最
後

の
意
地
を
見
せ
る
が
一
歩
及

ば
ず
。

苫
小
牧
市
職
労
は
全
道
大

会
２５
回
目
の
出
場
で
初
の
全

道
制
覇
を
達
成
。
一
方
の
函

館
市
職
労
は
昨
年
に
続
き
、

決
勝
で
涙
を
の
む
結
果
と
な

っ
た
。

優
勝
し
た
苫
小
牧
市
職
労

は
、
前
回
全
国
優
勝
の
札
幌

市
職
連
、
第
３０
回
全
道
優
勝

大
会
優
勝
の
帯
広
市
労
連
と

と
も
に
、
今
年
９
月
に
福
島

県
・
福
島
市
で
行
わ
れ
る
全

国
優
勝
大
会
に
臨
む
こ
と
と

な
る
。

最
優
秀
選
手
賞

個

人

賞

サ
ー
ブ
賞

レ
シ
ー
ブ
賞

ア
タ
ッ
ク
賞

敢
闘
賞

勝
利
監
督
賞

�中山明紀さ
ん�杉岡隆弘さ

ん�佐藤敦史さ
ん�山田耕司さ

ん�伊藤 充さ
ん�三國谷弘明さ

ん岩田 涼子さ
ん帯川 牧子さ

ん斉藤真喜子さ
ん中村 幸恵さ

ん友成 珠希さ
ん田中 眞一さ

ん

（苫小牧市職労）（苫小牧市職労）（苫小牧市職労）（苫小牧消防協）（苫小牧市職労）（苫小牧市職労）（苫小牧市職労）（苫小牧市職労）（函館市職労）（苫小牧市職労）（函館市職労）（苫小牧市職労）
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石
狩
市
職
労

上
川
町
職
労

深
川
市
職
労

置
戸
町
職
労

北海道１２区
北
見
市
、
網
走
市
、
紋
別
市
、
稚
内

市
、
網
走
支
庁
管
内
、
宗
谷
支
庁
管
内松木けんこう

前
２
期
・
５０
歳

北海道１１区

帯
広
市
、
十
勝
支
庁
管
内

石川 知裕

前
１
期
・
３６
歳

北海道１０区
留
萌
市
、夕
張
市
、岩
見
沢
市
、美
唄
市
、芦
別
市
、赤
平
市
、三
笠
市
、滝

川
市
、砂
川
市
、歌
志
内
市
、深
川
市
、留
萌
支
庁
管
内
、空
知
支
庁
管
内小平 忠正

前
６
期
・
６７
歳

北海道９区
室
蘭
市
、
苫
小
牧
市
、
登
別
市
、
伊
達

市
、
胆
振
支
庁
管
内
、
日
高
支
庁
管
内鳩山由紀夫

前
７
期
・
６２
歳

北海道５区
札
幌
市
厚
別
区
、
江
別
市
、
千
歳
市
、
恵
庭

市
、
北
広
島
市
、
石
狩
市
、
石
狩
支
庁
管
内小林ちよみ

元
１
期
・
４０
歳

北海道４区

札
幌
市
手
稲
区
、
小
樽
市
、
後
志
支

庁
管
内

はちろ吉雄

前
６
期
・
６１
歳

北海道３区

札
幌
市
白
石
区
・
豊
平
区
・
清
田
区

荒井さとし

元
４
期
・
６３
歳

北海道２区

札
幌
市
北
区
・
東
区

三井わきお

前
３
期
・
６６
歳

北海道１区

札
幌
市
中
央
区
・
南
区
・
西
区

横路 孝弘

前
９
期
・
６８
歳

北海道６区

旭
川
市
、
士
別
市
、
名
寄
市
、
富
良

野
市
、
上
川
支
庁
管
内

佐々木隆博

前
１
期
・
６０
歳

北海道８区
函
館
市
、北
斗
市
、渡
島
支
庁
管
内
、桧
山
支
庁

管
内

おおさか誠二

前
１
期
・
５０
歳

北海道７区
釧
路
市
、根
室
市
、釧
路
支
庁
管
内
、根
室
支
庁

管
内

仲野ひろ子

前
２
期
・
５０
歳

■決勝 川上公園野球場

計
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２

９

０
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８

０
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７

０
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６

１

０

５

０

０

４

０

０

３

０

０

２

０

０

１

０

１

チーム名

苫小牧
消防協

苫小牧
市職労

投
票
用
紙
の
順
番
は
公
示
の
１
週
間
前
に
決
ま
る

国民審査を受ける最高裁判所裁判官

那
須

弘
平

×

湧
井

紀
夫

田
原

睦
夫

近
藤

崇
晴

宮
川

光
治

櫻
井

龍
子

×

竹
内

行
夫

×

竹
崎

博
允

金
崎

誠
志
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安全衛生月間自
治
労
は
、７
月
を「
労
働
安
全
衛
生
」と
位
置
づ
け

快
適
な
職
場
環
境
と
労
働
安
全
衛
生
を
確
立
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

道
本
部
安
全
衛
生
・
職
業

病
対
策
委
員
会
は
、
安
全
衛

生
月
間
の
取
り
組
み
と
し
て

７
月
２８
日
、
重
点
地
本
と
な

っ
て
い
る
上
川
地
本
管
内
の

道
立
林
産
試
験
場
の
職
場
巡

視
を
地
本
、
上
川
総
支
部
、

当
該
支
部
と
当
局
で
実
施
し

た
。林

産
試
験
場
は
、
先
進
的

に
安
全
衛
生
活
動
を
推
進
し

て
い
る
職
場
で
、
安
全
衛
生

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
職
場

の
安
全
巡
視
点
検
は
２
カ
月

ご
と
に
毎
回
重
点
事
項
を
設

け
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

公
務
災
害
発
生
時
に
は
、
す

ぐ
に
委
員
会
を
開
催
し
「
公

務
災
害
の
発
生
状
況
↓
原
因

↓
対
策
」
を
話
し
合
い
�
事

故
発
生
時
の
対
処
法
を
再
検

討
し
、徹
底
、�
機
械
の
改
良

も
含
め
た
解
決
策
を
、
技
術

部
と
研
究
支
援
係
が
中
心
と

な
っ
て
検
討
す
る
な
ど
、
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
、

問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
中
で
も
、
小
型
試
験
片

専
用
鋸
断
装
置
（
電
動
糸
鋸

が
上
下
に
毎
分
５
千
回
転
す

る
）
の
改
良
に
、
自
ら
が
設

計
か
ら
手
が
け
て
新
た
な
工

作
機
械
の
作
成
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、わ

ん
曲
集
成
材
を
用
い
た
多
様

な
製
品
開
発
を
し
て
お
り
、

広
さ
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地

内
の
２
カ
所
に
設
置
し
て
い

る
喫
煙
所
は
、
こ
の
わ
ん
曲

集
成
材
を
用
い
て
い
る
。

林
産
試
験
場
は
、
１
９
５

０
年
か
ら
道
内
木
材
産
業
支

援
の
た
め
設
立
さ
れ
、
木
質

材
料
の
需
要
拡
大
・
資
源
の

有
効
利
用
な
ど
林
産
物
の
利

用
に
向
け
た
研
究
開
発
と
普

及
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

残
念
な
こ
と
に
２
０
１
０
年

か
ら
独
法
化
に
な
る
。

職職
場場
だだ
よよ
りり

スクールフェスティバル

職職場場やや仕仕事事 市市民民ににアアピピーールル
職
場
巡
視
し
ま
し
た
�
道
立
林
産
試
験
場

２
カ
月
に
一
度
の
安
全
巡
視
点
検

危険な場所には手づくりの看板で注意を喚起している

【
札
幌
市
労
】
１
９
９
６
年

か
ら
始
め
た
学
校
開
放
イ
ベ

ン
ト
「
ス
ク
ー
ル
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
が
７
月
２５
日
、
雨

の
中
、
豊
平
区
の
豊
平
小
学

校
で
開
か
れ
１
８
０
人
の
市

民
が
参
加
し
た
。

こ
れ
は
、
札
幌
市
労
の
各

支
部
が
、
自
分
た
ち
の
職

場
・
仕
事
を
市
民
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
今
年
１１

回
目
を
迎
え
た
。

毎
年
、学
校
給
食
の
提
供
、

ゴ
ミ
収
集
車
に
よ
る
実
演
、

除
雪
車
の
展
示
。ま
た
、遊
び

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、風
船
や

折
り
紙
、凧
・
カ
イ
ト
作
り
、

ス
ト
ロ
ー
飛
行
機
な
ど
の
工

作
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

札
幌
市
は
７
月
か
ら
ご
み

有
料
化
を
実
施
し
て
い
る

が
、
有
料
ご
み
袋
の
経
済
的

な
利
用
方
法
の
展
示
な
ど
、

参
加
者
は
興
味
津
々
。

家
庭
用
の
廃
油
利
用
の
Ｂ

Ｄ
Ｆ
（
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル

燃
料
）
ご
み
収
集
車
の
ご
み

の
積
み
込
み
実
演
に
は
子
ど

も
た
ち
が
集
ま
り
楽
し
そ
う

に
体
験
し
た
。（
写
真
）

毎
年
好
評
の
給
食
試
食
の

メ
ニ
ュ
ー
は
、
学
校
で
子
ど

も
た
ち
に
人
気
の
「
冷
や
し

き
つ
ね
う
ど
ん
・
バ
タ
ー
ポ

テ
ト
・
フ
ル
ー
ツ
ミ
ッ
ク

ス
」。体

育
館
の
中
で
は
、
円
山

動
物
園
の
動
物
写
真
の
展
示

（
例
年
、
職
員
と
動
物
た
ち

が
と
も
に
参
加
し
て
い
る
）

や
、
除
雪
車
と
パ
ネ
ル
の
展

示
。
い
つ
も
校
舎
内
を
き
れ

い
に
し
て
い
る
用
務
員
が
、

「
家
で
も
で
き
る
簡
単
窓
拭

き
講
座
」
を
参
加
者
に
伝
え

好
評
だ
っ
た
。（
自
治
研
推
進

部
長
・
鈴
木

惠
子
）

上川総支部石河書記長（写真右）の職場が林産試験場、奥が喫煙所

公企学習会

災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害時時時時時時時時時時時時時時時時ののののののののののののののののととととととととととととととととっっっっっっっっっっっっっっっっささささささささささささささささのののののののののののののののの判判判判判判判判判判判判判判判判断断断断断断断断断断断断断断断断
石けんづくり、下水問題など学ぶ

７
月
２５
、
２６
日
の
両
日
、

道
本
部
公
企
学
習
会
を
開
き

９
単
組
２６
人
が
参
加
し
た
。

１
日
目
は
、
本
部
公
企
評

下
水
道
部
会
山
本
部
会
長

が
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ザ
ー
に
つ

い
て
、
海
外
か
ら
日
本
で
無

認
可
製
品
が
設
置
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
ご
み
有
料
化
で

大
量
の
野
菜
を
デ
ィ
ス
ポ
ー

ザ
ー
使
用
で
廃
棄
さ
れ
て
い

る
問
題
点
に
つ
い
て
報
告
し

た
後
、「
労
働
組
合
役
員
の
視

点
」を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

そ
の
後
の
水
道
分
科
会
で

は
、
合
成
洗
剤
の
有
害
性
を

学
習
し
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
石

け
ん
作
り
を
実
践
。
下
水
道

分
科
会
で
は
単
組
で
抱
え
る

問
題
点
を
意
見
交
換
し
た
。

２
日
目
は
、
現
在
本
部
で

作
成
中
の
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
為
の
危
機
管
理
指
針
」
座

長
の
吉
田
本
部
公
企
副
議
長

が
、「
各
自
治
体
で
災
害
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
が
、
今

後
の
チ
ェ
ッ
ク
の
為
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」と
報
告
し
た
。

ま
た
、
危
険
予
知
訓
練
と

し
て
、
参
加
者
自
ら
が
災
害

対
策
の
課
題
に
直
面
し
た
と

想
定
し
、
意
見
や
価
値
観
を

共
有
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

短
い
時
間
の
中
で
話
し
合
っ

た
。
こ
れ
は
災
害
時
の
と
っ

さ
の
判
断
に
有
効
と
な
る
。

反貧困ネット北海道

ふつうに働いてふつうに生活したい
「
ふ
つ
う
に
働
い
て
ふ
つ
う
に
生

活
し
た
い
」
そ
ん
な
あ
た
り
ま
え
の

こ
と
が
、
今
の
日
本
で
は
困
難
に
な

っ
て
い
る
。
７
月
３０
日
、
反
貧
困
ネ

ッ
ト
北
海
道
が
自
治
労
会
館
で
、「
な

く
そ
う
働
く
貧
困
層
―
最
賃
の
大
幅

引
き
上
げ
を
求
め
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
い
た
。

連
合
北
海
道
か
ら
「
最
賃
は
中
央

で
目
安
１０
円
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

非
常
に
厳
し
い
状
況
。
最
低
賃
金
１

０
０
０
円
を
め
ざ
し
、
ま
た
、
１０
月

１
日
か
ら
の
発
効
に
向
け
て
頑
張

る
」
と
報
告
さ
れ
た
。

集
会
で
は
、
働
い
て
も
貧
困
に
お

か
れ
て
い
る
当
事
者
３
人
の
発
言
で

悲
惨
な
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。川

村
副
代
表
は
、「
最
低
賃
金
は
、

経
営
者
の
支
払
い
能
力
が
強
調
さ
れ

て
抑
制
さ
れ
、
経
済
危
機
で
ま
た
前

面
に
出
て
き
た
」
と
述
べ
、「
こ
れ
か

ら
は
制
度
設
計
を
真
剣
に
考
え
て
い

く
べ
き
で
、
社
会
保
障
と
税
と
セ
ッ

ト
で
賃
金
問
題
を
考
え
て
行
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。

グループで災害対策の課題を話し合い発表する参加
者＝７月２６日、自治労会館

７
月
２１
日
、
衆
議
院
が
解
散
さ
れ
ま
し

た
。
誤
っ
た
小
泉
改
革
と
、
そ
の
後
、
３

人
の
総
理
に
よ
る
政
権
の
た
ら
い
回
し
の

結
果
、
国
民
生
活
も
地
域
経
済
も
ど
ん
底

に
落
ち
て
い
ま
す
。

長
年
続
い
た
自
民
党
政
権
の
も
と
で
、

国
と
地
方
の
借
金
は
８
０
０
兆
円
を
超
え

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
無
責
任
な
自
公
政

権
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

私
た
ち
民
主
党
は
、
政
権
交
代
に
よ
っ

て
「
暮
ら
し
の
た
め
の
政
治
」
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
、
第
４５
回
衆
議
院

総
選
挙
を
戦
い
ま
す
。

生
命
を
大
切
に
す
る
社
会
、
税
金
の
ム

ダ
を
徹
底
的
に
廃
し
国
民
生
活

の
立
て
直
し
に
使
い
ま
す
。
こ

れ
は
あ
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
あ
た
り
前
が
壊
れ
て
い
る
の
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
力
を
結
集
し
て
、
８

月
３０
日
に
は
、
国
民
の
一
票
の
力
に
よ
る

政
権
交
代
を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

国
民
の
一
票
で
政
権
交
代

反貧困ネット北海道に
入会しよう！▼

足
利
冤
罪
事
件

の
菅
家
さ
ん
の
話

を
聞
く
機
会
が
あ

っ
た
。
９１
年
の
１２

月
か
ら
警
察
・
検

察
の
取
り
調
べ
を

う
け
９２
年
に
無
期

懲
役
が
下
さ
れ

る
。
高
裁
・
最
高
裁
へ
控
訴

を
す
る
も
棄
却
さ
れ
地
裁
へ

の
再
審
請
求
も
棄
却
さ
れ
た

が
、
高
裁
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
再
鑑
定

が
実
施
さ
れ
、
刑
の
執
行
が

停
止
・
釈
放
さ
れ
今
秋
に
再

審
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
が
、
取
り
調
べ
の
可
視

化
の
具
現
化
と
慎
重
な
検
証

が
必
要
な
こ
と
を
実
感
す
る

し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
再
鑑
定
を
決

定
し
た
裁
判
官
の
勇
気
を
讃

え
る
と
と
も
に
司
法
の
民
主

化
を
求
め
た
い
。

▼
衆
議
院
が
解
散
を
し
て
、

い
よ
い
よ
政
権
交
代
を
か
け

た
夏
の
陣
が
始
ま
っ
た
。

道
本
部
書
記
局
も
書
記
長

を
中
心
に
最
低
限
の
人
数
で

人
事
院
勧
告
期
の
た
た
か
い

を
含
め
て
、
こ
れ
ま
で
の
自

民
党
政
治
の
終
焉
と
新
し
い

政
治
を
め
ざ
し
て
、
自
治
労

組
合
員
・
家
族
・
退
職
者
と
と

も
に
北
海
道
全
選
挙
区
で
民

主
党
候
補
予
定
者
の
完
勝
に

向
け
地
域
の
仲
間
・
住
民
と

奮
闘
努
力
し
、
投
票
日
の
翌

日
は
、
新
し
い
晴
れ
ば
れ
と

し
た
清
々
し
い
気
持
ち
で
迎

え
た
い
。
（
毛
利

孝
人
）

代表は山口二郎北海道大学教授

で、労働問題や生活問題等を抱える

人々への支援を行っている各組織・

団体、研究者、市民が連携し、支援

活動を行うこと目的に広く賛同者を

募っている。１口１０００円。
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ホームページを検索してください。

自治労道本部のホームページ www.jichiro-hokkaido.gr.jp
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